
◆
編
集
委
員
会
よ
り 

「
あ
お
い
通
信
」
は
、
皆

様
か
ら
の
原
稿
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
係
員
・
飯
島

ま
で 

っ
て
行
わ
れ
た
集
成
館
事
業

の
動
力
源
と
し
て
利
用
さ
れ

た
。
二
〇
〇
五
年
に
鹿
児
島

市
史
跡
に
指
定
、
二
〇
一
三

年
に
は
、
国
の
史
跡
「
旧
集

成
館
」
に
追
加
指
定
さ
れ
た
。

長
さ
は
、
鹿
児
島
市
に
よ
れ

ば
、
稲
荷
川
上
流
か
ら
仙
巌

園
ま
で
８
㎞
に
及
ん
だ
と
さ

れ
、
鹿
児
島
県
立
図
書
館
が

一
九
九
四
年
に
刊
行
し
た

「
江
夏
十
郎
関
係
文
書
」
に
よ

れ
ば
、
６
５
１
０
ｍ
で
あ
る

と
さ
れ
、
文
化
財
保
護
審
議

会
審
議
員
で
あ
っ
た
西
元
肇

に
よ
る
二
〇
〇
六
年
の
調
査

に
よ
れ
ば
、
約
７
㎞
で
あ
る

と
さ
れ
た
。 

市
街
地
造
成
や
災
害
の
影

響
に
よ
り
、
実
方
橋
の
手
前

で
途
絶
え
て
お
り
、
約
３
㎞

が
現
存
。
一
部
は
農
業
用
水

路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。 

に
は
、
か
つ
て
の
胴
長
・
短

足
や
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
作
ら

れ
た
出
っ
歯
で
ガ
ラ
ス
瓶
の

底
の
様
な
分
厚
い
眼
鏡
の
日

本
人
の
イ
メ
ー
ジ
は
微
塵
も

な
い
。
み
な
綺
麗
で
清
潔
。

礼
儀
正
し
く
落
ち
着
い
て
い

て
、
揃
っ
て
美
男
美
女
。
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
の
赤
が
良
く
似

合
う
。
男
子
４
０
０
ｍ
リ
レ

ー
で
中
国
選
手
と
並
ん
だ

時
、
日
本
選
手
の
オ
レ
ン
ジ

が
か
っ
た
朱
色
が
一
際
美
し

く
、
レ
ー
ス
前
に
勝
負
が
付

い
た
と
思
っ
た
。 

人
種
に
は
夫
々
特
徴
が

あ
る
。
走
る
た
め
に
生
れ
て

来
た
様
な
ア
フ
リ
カ
の
選
手

は
、
環
境
の
せ
い
か
水
泳
や

格
闘
技
は
弱
い
よ
う
だ
。
環 

境
に
恵
ま
れ
体
格
も
良
い
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
圏
の
白
人
選
手
は 

  

て
大
量
の
木
炭
を
必
要
と
し

た
。
斉
彬
は
供
給
不
足
に
備

え
て
、
熱
効
率
の
よ
い
白
炭

を
製
造
す
る
炭
窯
を
設
置
す

る
こ
と
を
計
画
し
、
紀
州
藩

に
奉
行
、
山
本
籐
助
ら
を
派

遣
し
、
熊
野
地
方
の
製
炭
技

術
を
学
ば
せ
た
。 

一
八
五
八
年
（
安
政
五
年
）

薩
摩
国
鹿
児
島
郡
鹿
児
島
近

在
吉
野
村
寺
山
（
現
在
の
鹿

児
島
市
吉
野
町
寺
山
地
区
）

に
「
寺
山
炭
窯
跡
」
が
設
置

さ
れ
た
。
集
成
館
の
所
在
す

る
磯
地
区
に
近
く
、
シ
イ
、

カ
シ
な
ど
、
木
炭
に
適
し
た

照
葉
樹
に
富
む
寺
山
地
域
の

三
箇
所
に
炭
窯
を
作
ら
せ
た
。

旧
集
成
館
反
射
炉
に
お
い
て

溶
鉄
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た

他
、
ガ
ラ
ス
や
陶
磁
器
の
製

造
に
も
利
用
さ
れ
た
。
３
基

の
う
ち
の
１
基
が
現
存
し
て

い
る
が
、
残
り
２
基
の
建
設

場
所
は
わ
か
っ
て
お
ら
ず
、

い
つ
頃
失
わ
れ
た
の
か
も
不

明
で
あ
る
。 

現
存
す
る
窯
は
、
集
成
館

か
ら
北
北
東
約
５
・
５
㎞
の 

今
年
も
早
や
十
月
に
な
っ

た
が
、
今
年
は
東
京
に
初
め

て
の
女
性
知
事
が
誕
生
し
た

り
、
東
北
地
方
に
観
測
史
上

初
め
て
の
台
風
の
上
陸
や
北

海
道
の
記
録
的
豪
雨
な
ど
、

初
め
て
の
事
が
多
か
っ
た
。 

確
実
に
日
本
の
気
候
は
変

っ
た
が
、
日
本
の
若
い
人
も

変
っ
た
。
Ｔ
Ｖ
で
リ
オ
・
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
て
い
て
、

日
本
の
選
手
達
は
何
て
美
し

い
の
だ
ろ
う
、
と
の
思
い
が

深
か
っ
た
。
若
い
人
の
プ
ロ

ポ
ー
シ
ョ
ン
が
本
当
に
良
く

な
っ
た
の
は
、
二
、
三
世
代

位
前
か
ら
だ
と
思
う
が
、
表

彰
台
に
上
が
っ
た
日
本
選
手 

 

築
地
移
転
問
題 

小
池
百
合
子
知

事
が
表
明
し
た
築

地
市
場
の
移
転
延

期
を
め
ぐ
り
、
市

場
関
係
団
体
に
対 

す
る
都
側
の
説
明
会
が
９
月

９
日
に
あ
っ
た
。
業
界
側
に

は
何
ら
事
前
の
働
き
か
け
も

な
く
、
い
き
な
り
記
者
会
見

で
「
延
期
で
す
」
と
。
「
こ

れ
は
一
体
何
な
の
か
？
」
と
、

築
地
市
場
の
業
界
団
体
で
つ

く
る
新
市
場
建
設
協
議
会
は

云
う
。
こ
れ
に
都
側
の
代
表
、

岸
本
良
一
・
都
中
央
卸
売
市 

場
長
が
「
準
備
を
進
め
て
き

た
皆
様
に
ご
迷
惑
を
か
け
た
」

と
頭
を
下
げ
た
が
、
団
体
側

は
収
ま
ら
な
か
っ
た
。
不
満

が
相
次
い
だ
の
は
、
知
事
の

発
言
や
政
治
手
法
に
対
し
て

だ
っ
た
。
知
事
は
延
期
の
第

一
理
由
は
豊
洲
で
の
「
安
全

性
へ
の
懸
念
」
と
説
明
。
築

地
青
果
物
商
業
組
合
理
事
長

は
、
風
評
被
害
を
助
長
す
る

こ
と
だ
け
は
や
め
て
ほ
し
い

と
嘆
い
た
。 

鈴
木
敏
行
・
東
京
シ
テ
ィ

青
果
社
長
は
、
情
報
公
開
の

不
足
に
つ
い
て
「
移
転
時
期 
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葵
友
の
会 広

報
コ
ー
ナ
ー 

土
壌
汚
染
対
策
に
つ
い
て
も

全
て
情
報
公
開
は
し
て
き
た
」

と
こ
れ
以
上
の
公
開
は
何
も

な
い
と
疑
問
も
出
た
。
一
方
、

移
転
延
期
に
伴
う
卸
業
者
の

移
転
作
業
に
つ
い
て
は
都
側

は
、
中
断
か
継
続
か
ど
っ
ち

つ
か
ず
の
返
答
だ
。 

何
れ
に
し
て
も
、
我
国
の

庶
民
の
、
最
大
に
し
て
最
も

大
事
な
台
所
で
あ
る
。
食
の

安
全
性
を
必
須
の
条
件
と
し

て
早
期
決
着
を
願
い
た
い
。  

Ｋ
・
ド
ラ
ゴ
ン 

 
 

  

 

陸
上
、
水
泳
、
な
ん
で
も
ご

ざ
れ
。
ア
ジ
ア
人
は
欧
米
人

に
比
べ
小
粒
だ
が
、
追
い
つ

こ
う
と
努
力
し
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
、
日
本
語
は
ア

ル
タ
イ
語
圏
に
属
し
て
い
る

こ
と
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

ア
ル
タ
イ
と
は
中
国
・
モ
ン

ゴ
ル
・
ロ
シ
ア
に
跨
る
山
脈

で
、
こ
れ
を
挟
み
ト
ル
コ
か

ら
中
央
ア
ジ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
、

満
州
、
朝
鮮
、
日
本
等
の
人

達
は
中
背
で
ガ
ツ
シ
リ
し
た

体
躯
で
、
レ
ス
リ
ン
グ
や
柔

道
等
の
格
闘
技
や
重
量
挙
げ

の
様
な
競
技
に
強
い
。
そ
の

中
で
日
本
人
は
、
欧
米
人
同

様
に
大
方
の
競
技
を
こ
な
し
、

チ
ー
ム
に
な
る
と
強
い
不
思

議
な
民
族
だ
。 

 

日
本
の
世
界
遺
産
め
ぐ
り  

そ
の
十
九 

明
治
の
産
革
遺
産
⑨ 

（
文
化
遺
産
） 

   
（
文
化
遺
産
） 

  
 

 

９
月
の
報
告 

 

１
６
日
（
金
）
カ
ラ
オ
ケ

「
バ
ン
バ
ン
」
に
て
。
９
名
の

参
加
。 

 

２
６
日
（
月
）
川
越 

う

な
ぎ
「
い
ち
の
や
」
。 

 
 

     

１
９
名
の
参
加
。
昼
食
後

に
川
越
の
街
を
歩
き
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
お
天
気
の
日
で

し
た
。 

 
 

（
事
務
局
長
） 

 

雑
記
帳 

美
し
い
日
本
人 

 
 
 
 

山
村 

匡
子 

    
 

 場
所
に
所
在
し
、
斜
面
地
を

利
用
し
て
地
面
を
掘
削
、
１

５
０
０
度
の
高
温
に
も
耐
え

ら
れ
る
凝
灰
岩
を
積
み
上
げ

た
も
の
で
あ
る
。 

�

関
吉
の
疎
水
溝
（
せ
き
よ
し
の

そ
す
い
こ
う
） 

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
下

田
町
に
あ
る
用
水
路
。 

一
八
五
二
年
（
嘉
永
六

年
）
に
築
か
れ
、
薩
摩
藩
第

二
八
代
当
主
島
津
斉
彬
に
よ 

        

 
頻
繁
に
報
告
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
と
、

薩
摩
藩
で
は
富
国

強
兵
を
進
め
て
欧

米
列
強
に
対
抗
し

よ
う
と
す
る
動
き

が
出
る
よ
う
に
な

る
。
富
国
強
兵
論
の

筆
頭
で
あ
る
島
津

斉
彬
は
、
富
国
強
兵

派
と
財
政
再
建
派

に
よ
る
お
家
騒
動

で
あ
る
「
お
由
羅
騒

動
」
を
制
し
て
藩
主

に
就
任
、
後
に
「
集

成
館
事
業
」
と
呼
ば

れ
る
一
連
の
近
代

産
業
育
成
事
業
に 

乗
り
出
す
。
薩
摩
藩
の
領
地

内
で
は
石
炭
を
産
出
し
な
い

た
め
、
近
代
化
事
業
に
際
し 

十
九
世
紀
中
葉
以
降
、
薩

摩
藩
に
従
属
し
て
い
た
琉
球

王
国
周
辺
へ
の
黒
船
出
没
が 

  
 

 
 

 
       

世評・時評 

 

 

葵
通
信
―100

号
記
念 

ド
ラ
ゴ
ン 

 

あおい 通信 第 137号 

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 
 

葵
通
信
―100

号
記
念 

ド
ラ
ゴ
ン 

 

夏
バ
テ
な
ら
ぬ
秋
バ
テ
に

注
意 

 

看
護
師
・
千
葉
え
り
子 

夏
バ
テ
な
ら
ぬ
秋
バ
テ
に

注
意 

師
・
千
葉
え
り
子 

�

寺
山
炭
窯
跡
（
て
ら
や
ま
す
み
が
ま
あ
と
）

は
、
鹿
児
島
県
鹿
児

島
市
吉
野
町
に
あ
る
、
集
成
館
事
業
で
用
い
ら
れ
る
木
炭
を

製
造
し
た
石
積
み
窯
跡
。 



 

 

卒
寿
男
の
た
わ
ご
と 

大
内
田 

日
出
人 

   

あ
お
い
俳
壇
・
歌
壇 

立
秋
が 

廊
下
の
猫
を 

裏
返
す 

網
戸
ぬ
け
く
る 

風
の
さ
さ
や
き 

揚
げ
茄
子
も 

湯
む
き
ト
マ
ト 

色
冴
え 

厨
（
く
る
り
）
の
ひ
か
り 

夏
か
ら
秋
へ 

福
山
淳
一 

百
日
草 

や
や
ち
り
が
て
の 

垣
根
ご
し 

雨
（
あ
ま
）
が
え
る 

の
ど
の
白
さ
で 

鳴
き
に
け
り 

相
田
美
代
子 

デ
イ
の
日
の 

疲
れ
を
胸
に 

帰
り
耒
ぬ 

ひ
孫
誕
生
の 

メ
ー
ル
鳴
り
い
る 

麻
生
伊
登
子 

 
 
 

蒲
公
英
会
・
俳
句
② 

鮎
解
禁 

川
面
に
竿
の 

影
長
く 

関 

大
岩
に 

波
打
ち
砕
や
け 

皐
月
空 

鳥
越 

窓
越
し
の 

保
育
園
児
や 

白
紫
陽
花 

相
川 

楊
貴
妃
の 

愛
で
し
茘
枝
や 

夏
の
朝 

富
寿
郎 

七
夕
に 

自
作
の
一
句 

吊
る
し
け
り 

大
野 

庭
土
に 

空
蝉
の
こ
し 

消
え
た
ま
ま 

松
本 

頬
染
め
し 

小
梅
九
つ 

砂
糖
漬
け 

和
田 

月
見
む
と 

夜
空
仰
げ
ど 

星
も
無
し 

平
岡 

葉
の
裏
も 

光
満
ち
た
る 

若
葉
か
な 

柳
生 

谺
（こ
だ
ま
）
し
て 

夏
う
ぐ
い
す
や 

露
天
の
湯 

岸
野 

水
鉢
に 

高
き
一
輪 

蓮
の
花 

酒
井 

万
緑
の 

豊
か
さ
た
の
し
き 

浄
運
寺 

佐
藤 

も
ぎ
た
て
の 

胡
瓜
刻
み
て 

朝
餉
か
な 

穂
刈 

五
月
雨
や 

神
経
痛
に 

顔
し
か
め 

金
子 

「
中
国
」 

蚊
柱
の 

一
筋
村
の 

寄
合
所 

河
角 

 
 

関 

修 
（
火
、
日
） 

四
月
か
ら
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
初
の
経
験
な

の
で
は
じ
め
は
迷
い
ま
し
た
。

今
で
は
何
と
か
慣
れ
ま
し
た
。

頑
張
っ
て
や
っ
て
行
く
つ
も

り
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

     山
下 

律
子
（
木
） 

仏
教
に
興
味
が
あ
り
、
そ

の
延
長
で
座
禅
、
ヨ
ガ
も
や

っ
て
い
ま
し
た
。
葵
の
昼
の

瞑
想
の
時
間
で
は
、
そ
の
経

験
を
生
か
し
無
に
近
づ
く
よ

う
に
と
思
っ
て
い
ま
す
。
元

気
な
方
達
と
一
日
過
ご
せ
て

楽
し
い
で
す
。 

     宮
崎 

知
代
子
（
月
） 

葵
は
メ
ニ
ュ
ー
が
多
く
て

楽
し
い
で
す
。
友
達
も
で
き

ま
し
た
。「
ド
ン
ジ
ャ
ラ
」
と

か
や
っ
て
み
た
い
な
。 

敦
煌
に
て 

敦
煌
石
窟
は
雲
崗
石
窟
寺

院
、
洛
陽
の
竜
門
石
窟
寺
院

と
な
ら
ん
で
中
国
三
大
石
窟

寺
院
の
ひ
と
つ
で
、
莫
高
窟

と
か
千
仏
洞
と
も
よ
ば
れ
て

い
る
。
古
代
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

の
商
業
、
貿
易
、
文
化
交
流

の
要
衝
の
地
で
あ
る
。 

タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
の
入

り
口
に
も
あ
た
り
タ
ク
ラ
マ

カ
ン
と
は
現
地
語
で
一
度
入

っ
た
ら
出
ら
れ
な
い
の
意
で

過
酷
な
地
で
あ
る
。
一
九
八

七
年
に
世
界
遺
産
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。 

莫
高
窟
は
敦
煌
郊
外
の
鳴

沙
山
の
懸
崖
に
大
小
さ
ま
ざ

ま
な
石
窟
が
１
６
０
０
ｍ
の

長
さ
に
造
営
さ
れ
て
い
る
。 

   絲
綢
之
路
を
疾
る
の
記
（２
） 

―
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
― 

続
篇 

 
 
 
 

入
江
昭
三 

  

先
号
か
ら
の
続
き
で
す
。 

１
８
世
紀
末
に
は
町
火
消

の
主
体
は
鳶
職
に
な
っ
た
。

鳶
職
は
建
物
の
破
壊
に
慣
れ

て
い
て
、
素
人
が
出
勤
す
る

よ
り
は
る
か
に
役
に
立
っ
た

の
で
あ
る
。 

頭(

か
し
ら)

、
纏
持
ち
、
梯

子
持
ち
、
平
人
足(

ひ
ら
に
ん
そ

く)

ま
で
、
鳶
が
な
お
、
活
躍

す
る
よ
う
に
な
る
。
全
身
に

彫
り
物
を
し
て
博
打
や
押
し

売
り
で
迷
感
が
ら
れ
た
火
消

し
た
ち
は
「
臥
煙
（
が
え
ん
）
」

と
い
い
、
町
火
消
で
は
な
く

定
火
消
に
雇
わ
れ
た
火
消
人

足
で
あ
る
。
色
鮮
や
か
な
彫 

り
物
で
ぎ
っ
し
り
覆
わ
れ
て

い
る
は
ず
だ
。 

「
七
日
で
仮
店
舗
を
建
て

営
業
再
開
」 

こ
ん
な
に
火
事
が
多
い
の

で
江
戸
っ
子
達
も
勿
論
、
防

火
を
心
が
け
た
。
梯
子
、
釣

瓶
（
つ
る
べ
）
、
手
桶
、
鳶
口

は
、
必
ず
備
え
て
お
く
、
大

事
な
も
の
は
、
土
蔵
や
穴
蔵 

を
作
っ
て
お
い
て
そ
こ
に
入

れ
て
お
く
、
蔵
の
隙
間
を
埋

め
る
目
塗
（
め
ぬ
）
り
の
土
を

用
心
土
と
い
い
、
そ
れ
は
必

ず
備
え
て
い
た
。 

つ
づ
く 

ふ
わ
ふ
わ
亭
、
わ
び
助 

リ
オ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も

終
っ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
大
統
領

の
罷
免
問
題
や
犯
罪
多
発
の

国
情
等
が
報
じ
ら
れ
て
い
た

の
で
、
何
か
大
き
な
問
題
が

起
き
る
の
で
は
な
い
か
と
案

じ
て
い
た
が
、
先
ず
は
何
事

も
な
く
終
っ
た
の
を
嬉
し
く

思
っ
た
。
日
本
も
過
去
最
高

の
四
十
一
個
の
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
事
は
、
本
当
に
嬉
し

い
事
で
あ
る
。 

逆
転
勝
や
惜
敗
等
の
ド
ラ

マ
チ
ッ
ク
な
競
技
場
面
に
、

私
は
テ
レ
ビ
の
前
で
興
奮
し
、

大
き
な
声
を
出
し
、
拍
手
も

送
っ
た
。
今
回
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
感
じ
た
事
が
い
く
つ 

の
山
だ
っ
た
が
音
は
確
か
め

て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
先
に

唐
代
の
詩
人
「
王
維
」
が
西 

域
へ
行
く
人
を
見
送
っ
て
作

っ
た
詩
に
「
西
の
か
た
陽
関

を
出
ず
れ
ば
故
人
無
か
ら
ん
」

の
関
所
で
あ
る
陽
関
が
あ
る
。

こ
の
ル
ー
ト
が
西
域
南
道
で

あ
る
。 

       

敦
煌
を
去
る
日
「
敦
煌
古

城
」
に
立
ち
寄
る
。
こ
こ
は

日
中
合
作
映
画
「
敦
煌
」
撮

影
の
た
め
に
作
ら
れ
た
セ
ッ

ト
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い

る
建
物
で
あ
る
。
そ
の
大
き

さ
に
驚
い
た
も
の
で
あ
る
。 

（
続
く
） 

か
あ
る
。
第
一
は
日
本
の
日

の
丸
の
国
旗
は
世
界
一
美
し

い
と
思
っ
た
。
メ
ダ
ル
を
獲

り
、
日
の
丸
の
国
旗
が
掲
揚

さ
れ
る
度
に
、
大
き
く
手
を

叩
い
た
。
第
二
は
ス
ポ
ー
ツ

競
技
が
素
晴
ら
し
い
と
思
っ

た
事
で
あ
る
、
激
し
く
闘
っ

た
後
、
勝
敗
が
決
す
る
と
、

選
手
が
握
手
し
て
別
れ
る
場

面
が
多
く
見
ら
れ
た
。
国
威

を
か
け
て
の
闘
い
の
後
で
あ

る
だ
け
に
、
感
動
す
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
東
京
都
知
事
の

小
池
さ
ん
が
着
物
姿
で
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
旗
を
継
承
し
た
。 

四
年
後
は
い
よ
い
よ
東
京

で
あ
る
。
さ
す
が
日
本
だ
と

云
わ
れ
る
、
素
晴
ら
し
い
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
な
る
事
を
、

今
か
ら
期
待
し
て
い
る
。 

私
も
そ
れ
ま
で
は
生
き
て

い
た
い
も
の
だ
。
私
は
大
正

十
三
年
の
生
ま
れ
で
、
満
九

十
二
才
に
な
る
。
こ
の
歳
に

な
る
と
、
学
生
時
代
、
会
社

勤
務
時
代
、
の
親
し
か
っ
た

友
人
、
知
己
の
人
が
す
べ
て

故
人
と
な
っ
た
。
妻
も
四
年

前
に
亡
く
な
っ
た
。
二
人
の

弟
も
亡
く
な
っ
た
。
時
折
り

云
い
知
れ
ぬ
孤
独
感
と
寂
寥

感
を
覚
え
る
事
が
あ
る
。
近

頃
は
趣
味
を
楽
し
ん
で
、
そ

の
事
を
忘
れ
る
よ
う
に
し
て

い
る
、
囲
碁
、
俳
句
、
カ
ラ

オ
ケ
、
麻
雀
、
等
々
で
全
く

趣
味
三
昧
の
毎
日
で
あ
る
。

ど
の
集
ま
り
で
も
、
皆
さ
ん

が
親
切
に
し
て
く
れ
る
の
が

本
当
に
嬉
し
い
。 

つ
づ
く 

       

な
ん
で
も
落
語
講
座 

五 
 
 
 

絹
田
治
夫 

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 
 

資
料
に
よ
る
と
西
暦
三
六
六

に
創
建
さ
れ
前
後
一
六
〇
〇

年
に
お
よ
び
壁
画
、
塑
像
作

製
、
奉
納
さ
れ
て
い
る
。 
       

小
川
を
渡
る
と
正
面
入
口

だ
。
さ
て
ガ
イ
ド
さ
ん
に
案

内
さ
れ
て
大
小
幾
つ
か
の
石

窟
の
壁
画
、
彫
塑
を
見
学
し

た
。
写
真
撮
影
は
許
さ
れ
て

い
な
い
、
仏
像
仏
画
の
素
養

は
な
い
が
高
松
塚
古
墳
の
人

物
群
像
を
思
い
出
し
た
。
特

に
飛
天
（
日
本
で
は
天
女
に

あ
た
る
か
）
が
印
象
に
残
っ

て
い
る
。 

帰
途
に
月
牙
泉
に
立
ち
寄

る
、
こ
こ
は
鳴
沙
山
の
麓
に 

昨
年(

平
成
二
十
一
年)

十
二
月
の
誕
生
日
に
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
葵
で
バ
ー
ス

デ
イ
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
さ
や
え
ん
ど
う
の
種
と

小
鉢
を
頂
き
ま
し
た
。 

丁
度
、
寒
い
時
期
で
し

た
の
で
、
今
年
二
月
の
末

頃
に
種
を
二
日
間
水
に
漬

け
て
か
ら
、
鉢
に
埋
め
ま

し
た
。
数
日
後
芽
が
出
た

か
な
と
覗
い
て
み
た
ら
、 

あ
る
泉
で
あ
る
。
不
思
議
な

地
形
な
の
だ
。
ゴ
ビ
砂
漠
（
ゴ

ビ
と
は
砂
礫
を
含
む
ス
テ
ッ 

プ
の
意
）
と
異
り
こ
の
辺
一

帯
は
草
木
ひ
と
つ
も
な
い
完

全
な
砂
丘
の
奇
観
で
あ
る
。

泉
の
一
郭
に
わ
ず
か
な
木
立

が
あ
り
砂
丘
の
流
砂
に
も
埋

没
し
な
い
静
か
な
、
三
日
月

形
の
小
さ
な
小
さ
な
湖
で
あ

る
。
観
光
用
の
ラ
ク
ダ
に
揺

ら
れ
て
近
づ
い
た
。 

          

観
光
用
の
ラ
ク
ダ
に
揺
ら

れ
て
近
づ
い
た
。
泉
の
奥
に

あ
る
傾
斜
の
ゆ
る
い
鳴
沙
山

に
登
っ
て
み
た
。
名
称
の
と

お
り
鳴
き
砂
の
山
だ
っ
た
が 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

 

泉
の
奥
に
あ
る
傾
斜
の
ゆ

る
い
鳴
沙
山
に
登
っ
て
み

た
。
名
称
の
と
お
り
鳴
き
砂 

利
用
者
さ
ん
の 

紹
介
コ
ー
ナ
ー 

  


